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研究成果の概要（和文）： 
 数種のシークエンスで顔面神経の描出を試みた結果、microscopy coil を用い、T1-weighted 

Fast Field Echo(T1FFE)および Balanced Turbo Field Echo(B-TFE)シークエンスで撮像した画

像で多断面再構成(multi planar reformation, MPR)画像を作成し、元画像と MPR画像を比較す

ることによって、顔面神経の描出が可能であることが判明した。耳下腺疾患において、耳下腺

腫瘍が、1)T1FFE画像上で同定できた顔面神経の最外側より内側にあるか、または 2)腫瘍と神

経との距離が最短 0.5mm未満、あるいは 3)腫瘍が側頭骨と接して存在しているときにその症例

を深葉と診断すると 71.4%の Sencitivity、88.0%の Specificity、80.0%の Accuracyが得られ

た。これらの結果により、耳下腺腫瘍の浅深葉の診断に、microscopy coil を用いた

T1FFE,Balanced TFEによる MR イメージングが有用であることが示唆された。 

   
 
研究成果の概要（英文）： 
  As a result of having tried the depiction of the facial nerve by several kinds of sequences 
with microscopy coil. By T1-weighted Fast Field Echo(T1FFE) and Balanced Turbo Field 
Echo (B-TFE) sequence and multi planar reformation image, we were able to depict 
intraparotid facial nerve.  
 We diagnosed the case with deep layer, when there was a parotid gland tumor inward 
from the most outside of the facial nerve, or the distance with the nerve was under 
minimum period of 0.5-mm or a tumor contacted with temporal bone in T1FFE and 
Balanced TFE sequence (Direct identification method). With Direct identification method, 
Sencitivity, Specificity, Accuracy showed 71.4%, 88.0%, 80.0%. In this study, it was 
suggested that Direct identification method using T1FFE and Balanced TFE is useful to 
determine parotid gland tumor exists in deep layer or not. 
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１．研究開始当初の背景 

  顔面神経は茎乳突孔で頭蓋を出た後、耳

下腺内へ入り放射状に分岐して耳下腺の中

を走行する。顔面神経の複数の主幹は下顎後

静脈の外側をある厚さをもった耳下腺の断

面の中を前方に向かって進んでいる。顔面神

経が耳下腺内でどの部位を走行しているか

を知ることは腫瘍性病変の手術計画に際し

て非常に重要なことである。術前の段階で、

腫瘍が神経の外側に存在するのか、または内

側なのか、あるいは神経の走行に沿って進展

しているのか否かの判断は極めて有用な情

報である。これまでに多くの研究者が MR イ

メージングを用いて顔面神経の描出を試み

てきた。しかし、そのいずれも、耳下腺内の

顔面神経をその全行程にわたって明瞭に描

出しているとはいいがたい。 

 

２．研究の目的 

 MRI を用いて耳下腺内を走行する顔面神

経を描出するためのシーケンスを確立する

こと。また耳下腺疾患への応用を検討するこ

とである。 

 

３．研究の方法 

  対象は、健常ボランティア 35例、および

長崎大学病院歯科放射線室にて耳下腺疾患

のために MRI検査を施行した pleomorphic 

adenoma 9例、Warthin tumor 3例、

myoepithelioma 1例、mucoepidermoid 

carcinoma 1例、salivary duct carcinoma 1

例である。 

 MR装置は、Philips 社の Gyroscan Intera

を用いた。 

① 

② 

③ 

④ 

① 側頭枝 ②頬骨枝 
② 頬筋枝 ④ 下顎縁枝  
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 シークエンスは T1FFE, Balanced TFE シー

クエンスを用いた。T1FFE シークエンスは、

TR/TE=25/4.6、slice thickness/gap=1/0mm、

FOV 70mm、NSA 2、Martix 144、Balanced TFE

シ ー ク エ ン ス は 、 TR/TE=8/4 、 slice 

thickness/gap 1/0mm、Flip angle 90°、TFE 

factor 128、FOV 70mm、 NSA 2 、

Martix 144である。 

 

４．研究成果 

 数種のシークエンスでの描出を試みた結

果、T1FFEと Balanced TFEシークエンスにて

多断面再構成(multi planar reformation, 

MPR)画像を作成し、元画像と MPR画像を比較

することによって顔面神経の描出が可能で

あった。耳下腺部顔面神経は、T1FFE で低信

号、Balanced TFEで低〜中等度を呈し、動静

脈は T1FFEで低〜高信号を呈したため、動静

脈との鑑別が可能であった。 

 正常ボランティアでの検討において、分岐

部近くの temporofacial division の描出率

は 97%(34/35)、cervicofacial division の

描出率は 94%(33/35)であった。 

  

耳下腺疾患において、T1FFE 画像上にて、耳

下腺耳下腺腫瘍が、1)T1FFE 画像上で同定で

きた顔面神経の最外側より内側にある、ある

いは、2)腫瘍と神経との距離が最短 0.5mm 未

満、あるいは、3)腫瘍が側頭骨と接して存在

している、とするときにその症例を深葉と診

断した(Direct identification method)。 

①  側頭枝 
②  頬骨枝 
③  頬筋枝 
④  下顎縁枝   

顔面神経は腫瘍に圧排されており、深

葉と判断 

 
腫瘍は側頭骨と接して存在しており、 

深葉と判断 



 

 

 

 

 Direct identification method と同時に

Retromandibular method や FN line method

を用いた耳下腺腫瘍の浅深葉の判定を行い、

手 術 症 例 と 比 較 ・ 検 討 し た 。

Sencitivity,Specificity,Accuracy それぞ

れ 、 Retromandibular method で

28.6%,88.0%,60.0%、 FN line method では

28.6%,75.0%,53.0% で あ っ た が 、 Direct 

identification method では、Sencitivity、

Specificity 、 Accuracy そ れ ぞ れ

71.4%,88.0%,80.0%を示し、耳下腺腫瘍の浅

深葉の診断に microscopy coil を用いた

T1FFE と Balanced TFE シークエンスによる

Direct identification methodが有用である

ことが示唆された。  
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耳下腺腫瘍摘出術にて、顔面神経は、腫瘍とやや

離れて腫瘍の内側を走行しており、MR 所見と 
一致していた。 

顔面神経は腫瘍と接しており、深葉と判断 


